


















 

 

 

幼稚園教育職員の給与に関する条例施行規則の一部改正について 

 

 

１ 趣 旨 

国は令和 8 年 4 月 1日、東京都は令和 8 年１０月 1 日から、扶養手当について、満１

８歳に達する日後の最初の 4 月 1 日から満２２歳に達する日以後の最初の 3 月３１日ま

での間にある扶養親族の収入限度額を年間１５０万円未満に引き上げを行う。 

特別区においても、国及び東京都との制度的均衡を踏まえて、扶養手当の認定要件と

なる扶養親族の収入限度額について、見直しを行う。 

 

２ 改正内容  

扶養手当の認定要件となる扶養親族の収入限度額について、大学生年代（満１８歳に

達する日後の最初の 4 月 1 日から満２２歳に達する日以後の最初の 3 月３１日までの間

にある者）である扶養親族にあっては、年額１５０万円未満とする改正を行う。 

 

【参考】 

扶養手当における収入限度額の変遷 

国 東京都 特別区 

年月日 収入限度額 年月日 収入限度額 年月日 収入限度額 

H4.1.1 １２０万 H4.1.1 １２０万 H4.４.1 １２０万 

H５.４.1 １３０万 

H６.1.1 １３５万 H６.1.1 １３５万 

H９.1.1 １４０万 
H８.４.1 １３８万 

H１１.４.1 １４０万 

H３０.４.1 １３０万 H３１.４.1 １３０万 

R８.４.1 
１３０万 R８.１０.1 

(予定) 

１３０万 R８.１０.1 

(予定) 

１３０万 

１５０万※ １５０万※ １５０万※ 

※満１８歳に達する日後の最初の 4 月 1 日から満２２歳に達する日以後の最初の 3 月３１

日までの間にある扶養親族 

 

３ 新旧対照表  

  別紙のとおり 

 

４ 施行予定期日 

  令和 8年１０月 1日 

教育委員会資料 

令和８年９月８日 

指 導 課 
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新旧対照表 

 

○幼稚園教育職員の給与に関する条例施行規則（平成12年３月28日教育委員会規則第５号） 

新（改正後） 旧（現 行） 

（扶養親族の認定等） （扶養親族の認定等） 

第７条 教育委員会は、条例第12条第１項の規定

による届出を受けた場合、当該届出に係る扶養

親族が条例第11条第２項に規定する要件を具備

しているかどうかを確認し、認定するものとす

る。 

第７条 教育委員会は、条例第12条第１項の規定

による届出を受けた場合、当該届出に係る扶養

親族が条例第11条第２項に規定する要件を具備

しているかどうかを確認し、認定するものとす

る。 

２ 前項の場合において、教育委員会は、次に掲

げる者を条例第11条第２項に規定する扶養親族

として認定することができない。 

２ 前項の場合において、教育委員会は、次に掲

げる者を条例第11条第２項に規定する扶養親族

として認定することができない。 

(１) その者の勤労所得、資産所得、事業所得

その他の収入の合計額が年額130万円以上（満

18歳に達する日後の最初の４月１日から満22

歳に達する日以後の最初の３月31日までの間

にある者にあっては、年額150万円以上）であ

る者 

である者 

(１) その者の勤労所得、資産所得、事業所得

その他の収入の合計額が年額130万円以上で

ある者 

(２) 扶養手当又はこれに相当する給与を他の

者が受ける原因となっている者 

(２) 扶養手当又はこれに相当する給与を他の

者が受ける原因となっている者 

(３) 重度心身障害者の場合は、前２号による

ほか、終身労務に服することができない程度

でない者 

(３) 重度心身障害者の場合は、前２号による

ほか、終身労務に服することができない程度

でない者 

３ 職員が他の者と共同して同一人を扶養する場

合には、その職員が主たる扶養者である場合に

限り、その者を扶養親族として認定することが

できる。 

３ 職員が他の者と共同して同一人を扶養する場

合には、その職員が主たる扶養者である場合に

限り、その者を扶養親族として認定することが

できる。 

  附 則  

（施行期日）  

１ この規則は、令和８年10月１日から施行する。  

（経過措置）  

２ 令和８年10月１日から令和９年３月31日まで

の間におけるこの規則による改正後の幼稚園教

育職員の給与に関する条例施行規則第７条第２

項第１号の規定の適用については、同号中「に

ある者」とあるのは、「にある者（幼稚園教育

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

（令和６年千代田区条例第26号）附則第８項に

規定する配偶者又はパートナーシップ関係の相

手方を除く。)」とする。 

 

 



 

 

令和８年度 ちよだリテラシー教育実態調査結果（概要） 

 

【調査概要】 

実施期間：令和８年５月８日～５月 29 日  

対象：区立小学校５・６年生、中学校・中等教育学校前期課程 

目的：児童・生徒の実態を把握し、教師の授業改善に役立てるとともに、区の施策等に活かす。 

 

【結果と分析の概要】 

１ 小学校 

学年 改善 低下 全体傾向 

５年生 ５項目 ７項目 横ばいの状況 

６年生 ９項目 ３項目 全体として向上傾向 

● ５年から６年への経年変化では１２項目が改善しており、学年進行に伴う力の定着が確認できる。 

● 特に、出典確認が＋17％、疑いながら読む力が＋9％、立場による伝え方の理解が＋9％と、情報を吟味 

したり多面的に捉えたりする力は着実に育成されている。 

● 一方で、「事実と意見の区別」は低下（−11％）が見られ、課題として残っている。 

 

２ 中学校・中等教育学校 

学年 改善 低下 全体傾向 

１学年 ８項目 ４項目 批判的に考察する力が大きく伸長 

２学年 ６項目 ７項目 改善と低下が拮抗し、一時的に横ばい 

３学年 11 項目 １項目 総合的に高い水準で向上 

● １年生は、学習への適応とともに基礎的な思考力の伸長が確認された。 

● ２年生は、「論点整理・矛盾指摘」（＋12％）など思考の整理に関わる力の伸長が見られた。 

● 特に２年生から３年生への経年変化では全１４項目で改善しており、「論点整理・矛盾指摘」（＋19％） 

や意図理解など、高次の思考力の伸びが顕著となった。 

 

【今後の取組】 

本調査結果を踏まえ、リテラシー検定の問題及び教材開発を進める。成果と課題を検定の指標として活用し、

児童・生徒の資質・能力の定着状況を継続的に把握するとともに、指導改善や教育施策の充実につなげる。 

教 育 委 員 会 資 料 

令 和 ８ 年 ９ 月 ８ 日 

指      導      課 



  

R8 「ちよだリテラシー教育実態調査」分析（小学校）  

（１） 6年生：R7 → R8 数値変化一覧（14項目） 

（※「当てはまる＋どちらかといえば当てはまる」の合計％を使用） 

●6年生の集計 

・改善：9項 

・低下：3項目 

・変化なし：2項目 

 

 

 

 

項目 R7 R8 変化量（%） 

1. 相手を傷つけない配慮 86% 85% −1 

2. 行動の影響 69% 72% +3 

3. 信頼できる情報を考える 65% 66% +1 

4. 意見を比べて選ぶ 71% 71% 0 

5. 事実と考えを分ける 58% 61% +3 

6. 事実と意見を見分ける 50% 37% −13 

7. 疑いながら読む 48% 52% +4 

8. 矛盾点を指摘 45% 50% +5 

9. 作者の意図を考える 54% 57% +3 

10. 立場による伝え方の違い 56% 62% +6 

11. ネット情報の正しさ確認 63% 63% 0 

12. 出典確認 52% 55% +3 

13. 理由を説明 54% 60% +6 

14. 他者意見から新しい考え 58% 54% −4 

教 育 委 員 会 資 料 

令 和 ８ 年 ９ 月 ８ 日 

指     導     課 



 

（２） 5年生：R7 → R8 数値変化一覧（14項目） 

（※「当てはまる＋どちらかといえば当てはまる」の合計％を使用） 

●5年生の集計 

・改善：5項目 

・低下：7項目 

・変化なし：2項目 

 

 

 

 

 

項目 R7 R8 変化量（%） 

1. 相手を傷つけない配慮 86% 81% −5 

2. 行動の影響 67% 62% −5 

3. 信頼できる情報を考える 59% 58% −1 

4. 意見を比べて選ぶ 69% 69% 0 

5. 事実と考えを分ける 53% 49% −4 

6. 事実と意見を見分ける 48% 49% +1 

7. 疑いながら読む 43% 42% −1 

8. 矛盾点を指摘 44% 45% +1 

9. 作者の意図を考える 50% 50% 0 

10. 立場による伝え方の違い 53% 51% −2 

11. ネット情報の正しさ確認 58% 55% −3 

12. 出典確認 38% 47% +9 

13. 理由を説明 53% 56% +3 

14. 他者意見から新しい考え 55% 63% +8 



◆ 学年別のまとめ①（項目ごと） 

学年 改善項目数 低下項目数 変化なし 

6 年生 9 項目 3 項目 2 項目 

5 年生 5 項目 7 項目 2 項目 

 

◆ 学年別のまとめ②（1400％を母数とした改善・低下割合） 

学年 改善ポイント 低下ポイント 

6 年生 34% 18% 

5 年生 22% 21% 

 

◆ 分析 

• 6 年生は改善量が低下量を大きく上回り、全体としてプラス方向に動いている。 

• 5 年生は改善と低下がほぼ拮抗しており、総合的には横ばいに近い。 

• 特に 6年生は「批判的思考」「意図の読み取り」で大きく伸びたことが改善ポイン

トを押し上げている。 

• 5 年生は「出典確認」「他者意見の活用」が大きく改善した一方、態度面の低下が

影響している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）  R7（5年生）→ R8（6年生） 数値変化一覧（14 項目） 

項目 R7（5年） R8（6年） 変化量（%） 

1. 相手を傷つけない配慮 86% 85% −1 

2. 行動の影響 67% 72% +5 

3. 信頼できる情報を考える 59% 66% +7 

4. 意見を比べて選ぶ 69% 71% +2 

5. 事実と考えを分ける 53% 61% +8 

6. 事実と意見を見分ける 48% 37% −11 

7. 疑いながら読む 43% 52% +9 

8. 矛盾点を指摘 44% 50% +6 

9. 作者の意図を考える 50% 57% +7 

10. 立場による伝え方の違い 53% 62% +9 

11. ネット情報の正しさ確認 58% 63% +5 

12. 出典確認 38% 55% +17 

13. 理由を説明 53% 60% +7 

14. 他者意見から新しい考え 55% 54% −1 

（※「当てはまる＋どちらかといえば当てはまる」の合計％を使用） 

◆ 改善・低下の集計（R7 5 年 → R8 6 年） 

・改善した項目（12 項目） 

・低下した項目（2項目） 

 

 

 

 

 

 

 



◆  経年変化まとめ（R7 5 年 → R8 6 年） 

指標 数値 

改善ポイント合計 +82% 

低下ポイント合計 −13% 

改善項目数 12 項目 

低下項目数 2 項目 

 

 

◆ 分析 

• 昨年度 5 年生 → 今年度 6年生の成長は非常に大きい。 

• 特に伸びが大きいのは 

o 出典確認（+17%） 

o 批判的読解（疑いながら読む +9%） 

o 立場による伝え方の理解（+9%） 

• 情報リテラシーの中核となる力が大幅に向上している。 

• 一方で 「事実と意見の区別（−11%）」が課題である。 → 読解教材の選定や、指導

の重点項目の見直しが必要。 

 



  

R8 「ちよだリテラシー教育実態調査」分析（中・中等教育学校）  

（１）中学 1年生：R7 → R8 数値変化一覧（14項目） 

項目 R7 R8 変化量（%） 

1. 適切なオンライン発信 97% 97% 0 

2. 行動の社会的影響 92% 91% −1 

3. 複数情報源の比較 88% 89% +1 

4. 異なる視点の比較 93% 89% −4 

5. 事実と意見を分けて書く 83% 89% +6 

6. 事実と意見を区別 85% 88% +3 

7. 批判的に考察 60% 83% +23 

8. 論点整理・矛盾指摘 76% 80% +4 

9. 作者の意図を考える 86% 81% −5 

10. 立場による伝え方 90% 92% +2 

11. 信頼できる情報選択 93% 93% 0 

12. 発信元の信頼性分析 85% 91% +6 

13. 意見を根拠とともに伝える 85% 84% −1 

14. 新情報で考えを見直す 86% 88% +2 

（※「当てはまる＋どちらかといえば当てはまる」の合計％を使用） 

 

●1年生の集計 

・改善：8項目 

・低下：4項目 

・変化なし：2項目 

 

 

 

教 育 委 員 会 資 料 

令 和 ８ 年 ９ 月 ８ 日 

指     導     課 



（２）中学 2年生：R7 → R8 数値変化一覧（14項目） 

項目 R7 R8 変化量（%） 

1. 適切なオンライン発信 98% 97% −1 

2. 行動の社会的影響 93% 91% −2 

3. 複数情報源の比較 92% 90% −2 

4. 異なる視点の比較 93% 90% −3 

5. 事実と意見を分けて書く 85% 84% −1 

6. 事実と意見を区別 88% 89% +1 

7. 批判的に考察 81% 84% +3 

8. 論点整理・矛盾指摘 64% 76% +12 

9. 作者の意図を考える 82% 82% 0 

10. 立場による伝え方 87% 93% +6 

11. 信頼できる情報選択 93% 91% −2 

12. 発信元の信頼性分析 92% 87% −5 

13. 意見を根拠とともに伝える 84% 86% +2 

14. 新情報で考えを見直す 88% 91% +3 

（※「当てはまる＋どちらかといえば当てはまる」の合計％を使用） 

 

●2年生の集計 

・改善：6項目 

・低下：7項目 

・変化なし：1項目 

 

 

 

 

 



（３） 中学 3年生：R7 → R8 数値変化一覧（14項目） 

項目 R7 R8 変化量（%） 

1. 適切なオンライン発信 97% 99% +2 

2. 行動の社会的影響 92% 94% +2 

3. 複数情報源の比較 92% 95% +3 

4. 異なる視点の比較 91% 94% +3 

5. 事実と意見を分けて書く 87% 87% 0 

6. 事実と意見を区別 87% 93% +6 

7. 批判的に考察 85% 87% +2 

8. 論点整理・矛盾指摘 80% 83% +3 

9. 作者の意図を考える 84% 88% +4 

10. 立場による伝え方 95% 95% 0 

11. 信頼できる情報選択 92% 96% +4 

12. 発信元の信頼性分析 91% 96% +5 

13. 意見を根拠とともに伝える 90% 89% −1 

14. 新情報で考えを見直す 91% 93% +2 

（※「当てはまる＋どちらかといえば当てはまる」の合計％を使用） 

 

 

●3年生の集計 

・ 改善：11項 

・ 低下：1項目 

・ 変化なし：2項目 

 

 

 

 



◆  学年別の総合比較（R7 → R8） 

学年 改善項目数 低下項目数 改善% 低下% 

1 年生 8 4 +48 −11 

2 年生 6 7 +27 −16 

3 年生 11 1 +36 −1 

 

◆ 学年別の分析 

• 1 年生（R7→R8） → 改善が多く、特に批判的思考が大幅に伸びた（+23%） 

• 2 年生（R7→R8） → 改善と低下がほぼ拮抗しており、総合的に横ばい。 

• 3 年生（R7→R8） → ほぼ全項目で改善。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）R7（1 年生） → R8（2年生）数値変化一覧（14項目） 

項目 R7（1年） R8（2年） 変化量（%） 

1. 適切なオンライン発信 97% 97% 0 

2. 行動の社会的影響 92% 91% −1 

3. 複数情報源の比較 88% 90% +2 

4. 異なる視点の比較 93% 90% −3 

5. 事実と意見を分けて書く 83% 84% +1 

6. 事実と意見を区別 85% 89% +4 

7. 批判的に考察 60% 84% +24 

8. 論点整理・矛盾指摘 76% 76% 0 

9. 作者の意図を考える 86% 82% −4 

10. 立場による伝え方 90% 93% +3 

11. 信頼できる情報選択 93% 91% −2 

12. 発信元の信頼性分析 85% 87% +2 

13. 意見を根拠とともに伝える 85% 86% +1 

14. 新情報で考えを見直す 86% 91% +5 

（※「当てはまる＋どちらかといえば当てはまる」の合計％を使用） 

 

◆ 改善・低下の集計（R7 1 年 → R8 2 年） 

・改善：8項目 

・低下：4項目 

・変化なし：2項目 

特に伸びが大きいのは 

・7. 批判的に考察（+24%） → 映像・報道の読み解き力が大幅に向上 

・6. 事実と意見の区別（+4%） 

・14. 新情報で考えを見直す（+5%） 

・昨年度 1年生→今年度 2年生は総合的に成長している。 



（５）R7（２年生） → R8（３年生）数値変化一覧（14項目） 

項目 R7（2年） R8（3年） 変化量（%） 

1. 適切なオンライン発信 98% 99% +1 

2. 行動の社会的影響 93% 94% +1 

3. 複数情報源の比較 92% 95% +3 

4. 異なる視点の比較 93% 94% +1 

5. 事実と意見を分けて書く 85% 87% +2 

6. 事実と意見を区別 88% 93% +5 

7. 批判的に考察 81% 87% +6 

8. 論点整理・矛盾指摘 64% 83% +19 

9. 作者の意図を考える 82% 88% +6 

10. 立場による伝え方 87% 95% +8 

11. 信頼できる情報選択 93% 96% +3 

12. 発信元の信頼性分析 92% 96% +4 

13. 意見を根拠とともに伝える 84% 89% +5 

14. 新情報で考えを見直す 88% 93% +5 

（※「当てはまる＋どちらかといえば当てはまる」の合計％を使用） 

◆ 改善・低下の集計（R7 ２年 → R8 ３年） 

・改善：14 項目（全項目改善） 

・低下：0項目 

・変化なし：0項目 

特に伸びが大きいのは 

・8. 論点整理・矛盾指摘（+19%） 

・10. 立場による伝え方（+8%） 

・7. 批判的考察（+6%） 

・9. 作者の意図理解（+6%） 

・昨年度２年生→今年度３年生の成長は特に大きい 



◆  経年変化まとめ（R7  → R8 ） 

比較 改善項目数 低下項目数 特徴 

R7 1 年 → R8 2 年 9 項目改善 4 項目低下 読解・批判的思考が大幅向上（特に+24%） 

R7 2 年 → R8 3 年 
14 項目すべ

て改善 
0 項目低下 

全領域で成長、特に論点整理・意図理解が伸

びる 

 

比較 改善ポイント 低下ポイント 

R7 1 年 → R8 2 年 +42% −10% 

R7 2 年 → R8 3 年 +69% 0% 

 

 

• 中学 2年→3 年の伸びが最も大きい → 認知発達のピークに合わせた指導が効果的 

• 1 年→2年は総合的に成長しているが、低下も一部に見られる。  

• 批判的思考・信頼性判断は学年進行で大きく伸びる 

• 作文系（事実と意見を分けて書く）は伸びにくい → 書く活動の強化が必要 

 



事実と意見を
区別する力

「ちよだリテラシー教育」の推進

批判的に
読み解く力

発信者の意図を
考える力

類似情報を
比較する力

確かな情報を
見極める力

情報を読み解き
自己の信念に従って
行動ができる人

（千代田区子育て・教育ビジョンより）

目指すべき子どもたちの姿

善悪を判断し
て行動する力

自分の考えを
形成する力

（１）国語科を中心とした
言語能力を育む指導の充実

（１）国語科を中心とした
言語能力を育む指導の充実

（２）読書活動の充実（２）読書活動の充実
（３）資料やデータの見方・活用
における指導の充実

（３）資料やデータの見方・活用
における指導の充実

（４）情報モラル教育の充実（４）情報モラル教育の充実 （５）AIなど新たな技術の体験・活用（５）AIなど新たな技術の体験・活用

育成する力
SNS等の普及により、インターネット上
で誰もが容易に自己発信ができ、その
情報を簡単に入手できる社会となった。
こうした社会の中では、自分の考えを
しっかりともちながら情報を読み解き、
判断し、周囲に流されることなく行動す
ること、そして現実社会における人と人
との触れ合いの中で自分を見つめ直す
ことが重要である。
（千代田区子育て・教育ビジョンより）

１ 背景

リテラシーとは、特定の分野に関する知識
や理解力、その知識を活用する能力のことで
あり、ちよだリテラシー教育では、特に「メディ
アリテラシー」を中心に育成を図っていく。
「メディアリテラシー」とは、メディアから得

られた情報を批判的に分析し、評価し、適切
に活用する能力のことである。具体的には、
テレビ、新聞、インターネットなどのメディアが
伝える情報の真偽を見極め、偏りや誇張を理
解し、情報を正確に解釈する力のことである。

２ ちよだリテラシー教育について

学校での取組

８



１ 目的
児童・生徒の実態を把握し、教師の授業改善に役立てるとともに、
区の施策等に活かす。

２ 実施期間
令和８年５月８日（金）から令和８年５月29日（金）まで

３ 対象
区内小学校５～６年生、中学校・中等教育学校前期課程の児童・生徒

児童・生徒を対象とした「ちよだリテラシー教育」に関する
実態調査



小学校



小学校 質問項目
善悪を判断して行動する力 1.ネット上で発信するときに、相手を傷つけないための注意点を考えることができる。

2.自分の行動が周囲にどのような影響を与えるか考え、迷惑をかけないよう判断することができる。

類似情報を比較する力 3.複数の方法を組み合わせて、どちらがより信頼できる情報かを考えることができる。

4.いくつかの意見を比べて、自分が賛成できるものを選ぶことができる。

事実と意見を区別する力 5.「事実」と「自分の考え」に分けて文章を書くことができる。

6.ニュースや記事を読んで、どこまでが事実でどれが意見かを見つけることができる。

批判的に読み解く力 7.ニュースや記事などの情報を簡単に信じず、疑いながら読むことができる。

8. 他者の主張や考えなどに触れたときに、矛盾点があれば指摘することができる。

発信者の意図を考える力 9.作者や筆者、発表者の考えや意図を考えながら読んだり聞いたりすることができる。

10.同じ出来事でも発信者の立場によって伝え方が違うことを考えることができる。

確かな情報を見極める力 11.インターネットの情報を正しいかどうか確認することができる。

12.調べた情報の出典を確認し、信頼性を考えることができる。

自分の考えを形成する力 13.自分の意見を他の人に説明するときに、そう考えた理由もしっかり伝えることができる。

14.他の人の意見を聞いて、それをもとに新しい考えをもつことができる。 



1.ネット上で発信するときに、相手を傷つけないための注意点を考えることができる。

R7 

R8 

善悪を判断し
て行動する力

86%

86%

10%

11%

1%

1%

3%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５年

６年

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

81%

85%

14%

11%

3%

2%

2%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５年

６年

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

小学校

n=520

n=443

n=411

n=468



2.自分の行動が周囲にどのような影響を与えるか考え、迷惑をかけないよう判断することができる。

善悪を判断し
て行動する力
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3.複数の方法を組み合わせて、どちらがより信頼できる情報かを考えることができる。

類似情報を
比較する力

R7 

R8 

59%

65%

35%

31%

5%

3%

1%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５年

６年

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

58%

66%

35%

31%

6%

4%

1%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５年

６年

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

小学校



4.いくつかの意見を比べて、自分が賛成できるものを選ぶことができる。

類似情報を
比較する力
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5.「事実」と「自分の考え」に分けて文章を書くことができる。

事実と意見を
区別する力
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R8 
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6.ニュースや記事を読んで、どこまでが事実でどれが意見かを見つけることができる。 

事実と意見を
区別する力
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7.ニュースや記事などの情報を簡単に信じず、疑いながら読むことができる。 

批判的に
読み解く力
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8. 他者の主張や考えなどに触れたときに、矛盾点があれば指摘することができる。

批判的に
読み解く力
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9.作者や筆者、発表者の考えや意図を考えながら読んだり聞いたりすることができる。

発信者の意図を
考える力
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10.同じ出来事でも発信者の立場によって伝え方が違うことを考えることができる。

発信者の意図を
考える力
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11.インターネットの情報を正しいかどうか確認することができる。

確かな情報を
見極める力
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12.調べた情報の出典を確認し、信頼性を考えることができる。 

確かな情報を
見極める力
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13.自分の意見を他の人に説明するときに、そう考えた理由もしっかり伝えることができる。

自分の考えを
形成する力
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14.他の人の意見を聞いて、それをもとに新しい考えをもつことができる。 

自分の考えを
形成する力
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事実と意見を
区別する力

「ちよだリテラシー教育」の推進

批判的に
読み解く力

発信者の意図を
考える力

類似情報を
比較する力

確かな情報を
見極める力

情報を読み解き
自己の信念に従って
行動ができる人

（千代田区子育て・教育ビジョンより）

目指すべき子どもたちの姿

善悪を判断し
て行動する力

自分の考えを
形成する力

（１）国語科を中心とした
言語能力を育む指導の充実

（１）国語科を中心とした
言語能力を育む指導の充実

（２）読書活動の充実（２）読書活動の充実
（３）資料やデータの見方・活用
における指導の充実

（３）資料やデータの見方・活用
における指導の充実

（４）情報モラル教育の充実（４）情報モラル教育の充実 （５）AIなど新たな技術の体験・活用（５）AIなど新たな技術の体験・活用

育成する力
SNS等の普及により、インターネット上
で誰もが容易に自己発信ができ、その
情報を簡単に入手できる社会となった。
こうした社会の中では、自分の考えを
しっかりともちながら情報を読み解き、
判断し、周囲に流されることなく行動す
ること、そして現実社会における人と人
との触れ合いの中で自分を見つめ直す
ことが重要である。
（千代田区子育て・教育ビジョンより）

１ 背景

リテラシーとは、特定の分野に関する知識
や理解力、その知識を活用する能力のことで
あり、ちよだリテラシー教育では、特に「メディ
アリテラシー」を中心に育成を図っていく。
「メディアリテラシー」とは、メディアから得

られた情報を批判的に分析し、評価し、適切
に活用する能力のことである。具体的には、
テレビ、新聞、インターネットなどのメディアが
伝える情報の真偽を見極め、偏りや誇張を理
解し、情報を正確に解釈する力のことである。

２ ちよだリテラシー教育について

学校での取組

８



１ 目的
児童・生徒の実態を把握し、教師の授業改善に役立てるとともに、
区の施策等に活かす。

２ 実施期間
令和８年５月８日（金）から令和８年５月29日（金）まで

３ 対象
区内小学校５～６年生、中学校・中等教育学校前期課程の児童・生徒

児童・生徒を対象とした「ちよだリテラシー教育」に関する
実態調査



中・中等



中・中等教育学校質問項目
善悪を判断して行動する力 1.オンラインでのコミュニケーションを図る際、適切な発信を心がけることができる。

2.自分の行動が社会にどのような影響を与えるかを深く考え、責任ある判断をすることができる。

類似情報を比較する力 3.複数の情報源を比較し、それぞれの特徴や信頼性を分析することができる。

4.異なる視点の意見を比較し、それらの背景や論拠を分析しながら、自分の立場を整理できる。

事実と意見を区別する力 5.ニュースや記事を読んだとき、事実と意見を正しく分けながら、自分の考えを書くことができる。

6.ニュースや記事の中で、客観的事実と解説・意見を区別することができる。

批判的に読み解く力 7.映像作品や報道がどのようなメッセージを伝えているかを批判的に考察することができる。

8.本や記事の論点を整理し、問題点や矛盾点を指摘することができる。

発信者の意図を考える力 9.本や映像作品など、作者の意図やねらいを考えながら読んだり視聴したりすることができる。

10.ニュースや記事、人の話は、発信者の立場によって伝え方が違うことを考えることができる。

確かな情報を見極める力 11.インターネットから信頼できる情報を選ぶことができる。

12.情報の発信元の違いを分析し、それぞれの信頼性について考えることができる。

自分の考えを形成する力 13.自分の意見を論理的に整理し、他者に根拠を示しながら伝えることができる。

14.意見をもった後も、新たな情報を踏まえて柔軟に考えを見直すことができる。



1.オンラインでのコミュニケーションを図る際、適切な発信を心がけることができる。

善悪を判断し
て行動する力

R7 

R8 

中・中等
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2.自分の行動が社会にどのような影響を与えるかを深く考え、責任ある判断をすることができる。
善悪を判断し
て行動する力
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3.複数の情報源を比較し、それぞれの特徴や信頼性を分析することができる。 
類似情報を
比較する力
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4.異なる視点の意見を比較し、それらの背景や論拠を分析しながら、自分の立場を整理できる。
類似情報を
比較する力
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5.ニュースや記事を読んだとき、事実と意見を正しく分けながら、自分の考えを書くことができる。

事実と意見を
区別する力
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6.ニュースや記事の中で、客観的事実と解説・意見を区別することができる。

事実と意見を
区別する力
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批判的に
読み解く力

7.映像作品や報道がどのようなメッセージを伝えているかを批判的に考察することができる。
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批判的に
読み解く力

8.本や記事の論点を整理し、問題点や矛盾点を指摘することができる。
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9.本や映像作品など、作者の意図やねらいを考えながら読んだり視聴したりすることができる。

発信者の意図を
考える力
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10.ニュースや記事、人の話は、発信者の立場によって伝え方が違うことを考えることができる。
発信者の意図を
考える力
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11.インターネットから信頼できる情報を選ぶことができる。
確かな情報を
見極める力
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12.情報の発信元の違いを分析し、それぞれの信頼性について考えることができる。

確かな情報を
見極める力
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13.自分の意見を論理的に整理し、他者に根拠を示しながら伝えることができる。
自分の考えを
形成する力
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14.意見をもった後も、新たな情報を踏まえて柔軟に考えを見直すことができる。
自分の考えを
形成する力
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教 育 委 員 会 資 料
令 和 ８ 年 ９ 月 ８ 日
子 ど も 総 務 課

年３回発行

133号
R6年6月7日発行

136号
R7年6月6日発行

139号
R8年6月5日発行

134号
R6年12月6日発行

137号
R7年12月5日発行

140号
R8年12月4日発行

135号
R7年3月7日発行

138号
R8年3月6日発行

141号
R9年3月5日発行

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 ちよだ楽 ちよだ楽 特色ある教育 4 4 ながら見守り活動

1 新任校園長のご紹介 新任校園長のご紹介 1 1
お茶の水小学校 古書店街

を探索しよう！

2 特色ある教育 2 2 生徒会サミット

3
安全・安心メールの

紹介
安全・安心メールの

紹介
3 特色ある教育 特色ある教育 生徒会サミット 3

教育広報かけはし
バックナンバーのお知らせ 生徒会サミット 特色ある教育

4
教育委員会の

開催状況
教育委員会の

開催状況
教育委員会の

開催状況
4

教育委員会の
開催状況

教育委員会の
開催状況

教育委員会の
開催状況

4
教育委員会の

開催状況
教育委員会の

開催状況
教育委員会の

開催状況

連合作品展

特色ある教育

連合作品展

安全・安心メールの
紹介

2

宿泊行事 ミニ学びフェス

2

おがちよ教育交流事業
の報告

2

学びフェス教育ローン利子補給
おがちよ教育交流事業

の報告
1

新任校園長・
新教育委員のご紹介

リテラシー教育

入園式・入学式特集

令和8年度　教育広報かけはし　掲載予定

1 1

入園式・入学式特集

キース・フォーラム

おがちよ教育交流事業
の報告

入園式・入学式特集



教 育 委 員 会 資 料
令 和 ８ 年 ９ 月 ８ 日
子 ど も 総 務 課

月 日 曜 時刻 行　事　（事　業　名） 場所等 出席者等

            教育委員会行事予定表

9 8 火 15:00～ 教育委員会定例会 教育委員会室 教育委員出席

9 9 水

9 10 木

9 11 金

9 12 土 九段祭 九段中等教育学校

9 13 日 九段祭 九段中等教育学校

9 14 月 10:00～ 指導課訪問 昌平幼稚園

9 15 火

9 16 水

9 17 木 10:00～ 教育委員訪問 神田一橋中学校 教育委員出席

9 18 金

9 19 土

9 20 日

9 21 月

9 22 火

9 23 水

9 24 木 15:00～ 教育委員会定例会 教育委員会室 教育委員出席

9 25 金

9 26 土 ちよだ学びフェスmini 区役所４階

9 27 日

9 28 月 嬬恋自然体験交流教室①（番町小・千代田小）～３０日 群馬県嬬恋村

1



教 育 委 員 会 資 料
令 和 ８ 年 ９ 月 ８ 日
子 ど も 総 務 課

月 日 曜 時刻 行　事　（事　業　名） 場所等 出席者等

            教育委員会行事予定表

9 29 火

9 30 水

10 1 木

10 2 金 13:30～16:15 麹町中学校研究発表会 麴町中学校 教育委員出席

10 3 土 運動会 麹町幼・お茶の水幼・千代田幼

10 4 日 9:30～15:30 第64回千代田区民体育大会 外濠公園総合グラウンド

10 5 月 嬬恋自然体験交流教室②（麹町小・昌平小）～７日 群馬県嬬恋村

10 6 火 10:40～12:05 九段中等教育学校20周年記念行事 九段中等教育学校　体育館

10 7 水

10 8 木 嬬恋自然体験交流教室③（富士見小・和泉小）～１０日 群馬県嬬恋村

10 9 金 18:00～ おがちよ教育交流事業　教育委員報告会 教育委員会室 教育委員出席

10 10 土 運動会 いずみこども園

10 11 日

10 12 月

10 13 火 9:00～ 小学校連合陸上記録会 MUFGスタジアム 教育委員出席

10 14 水 嬬恋自然体験交流教室④（九段小・お茶の水小）～１６日 群馬県嬬恋村

10 15 木

10 16 金

10 17 土 文化祭 神田一橋中学校

運動会 昌平小・九段幼・番町幼・ふじみこ（４，５歳）

10 18 日

10 19 月

2



30件

開催日・開催期間 区以外が主催のとき

1 子ども支援課
私立幼稚園・国立大学法人附属
幼稚園の令和8年度4～8月分保
育料の補助申請受付期間中です

私立幼稚園・国立大学法人附属幼稚園の令和8年
度4～8月分保育料の補助申請受付

9月1日（火）から

2 子育て推進課
旧九段中学校にキャッチボール
広場をオープンします！

旧九段中学校にキャッチボールができるスペース
を開設

10月1日(木)以降 旧九段中学校

3 子育て推進課
児童育成手当の所得制限限度額
が改定

児童育成手当の所得制限限度額が改定

4 子ども施設課
区民宿泊施設メレーズ軽井沢利
用案内

繁忙期（年末年始）の予約申し込みの概要と、通
常期の申し込み方法の案内

10月1日～10月8日 メレーズ軽井沢

5 学務課
神田一橋中学校通信教育課程の
生徒募集

通信教育課程の生徒募集 選考日：12月4日（金） 神田一橋中学校

6 指導課
特別区立幼稚園臨時的任用教員
採用候補者の募集

特別区立幼稚園臨時的任用教員採用候補者の募集

(10月選考) 10月6日(火)
～10月13日 (火)
(11月選考) 10月27日(火)
～11月2日(月)
(12月選考) 11月18日(水)
～11月25日(水)
(1月選考)1月5日(火)～1
月12日(火)
(2月選考)1月27日(水)～2
月2日(火)
(3月選考)3月9日(火)～3
月15日(月)

東京23区の区立幼
稚園(大田区、足
立区を除く)

主催者
会場

「広報千代田」
９月20日号広報原稿一覧

課 件　　　名 事　業　の　概　略
と　き

子ども部、地域振興部
（文化振興課、生涯学習・スポーツ課）

教育委員会資料

令和８年９月８日

子 ど も 総 務 課



30件

開催日・開催期間 区以外が主催のとき

主催者
会場

「広報千代田」
９月20日号広報原稿一覧

課 件　　　名 事　業　の　概　略
と　き

子ども部、地域振興部
（文化振興課、生涯学習・スポーツ課）

教育委員会資料

令和８年９月８日

子 ど も 総 務 課

7 文化振興課
国立情報学研究所
市民講座　第３回

「生成AIは法律問題を解決できるのか？―論理的
推論による生成AIの限界への挑戦」をテーマにし
た講座

11月25日（水）
18時30分～19時45分

学術総合センター
12階会議室（千代
田区一ツ橋２－１
－２）

大学共同利用機関
法人
情報・システム研
究機構
国立情報学研究所

8 文化振興課 Family Day　こどもまっと
子どもと一緒に気兼ねなく美術館を楽しめる特別
イベント

10月8日（木）～16日
（金）
※10～17時、金・土曜は
～20時

東京国立近代美術
館（北の丸公園3-
1）

東京国立近代美術
館（北の丸公園3-
1）

9 文化振興課
内幸町ホールの利用申込が始ま
ります！

ホールの利用申込を9月24日から開始。区民は
ホール料金50％減額、優先申込の適用開始。

9月24日（木）～ 内幸町ホール 内幸町ホール

10 文化振興課
千代田図書館
おはなし会

毎月開催している千代田図書館のおはなし会 10月11日(日)11時～
子ども室（区役所
10階）

千代田図書館

11 文化振興課 境界 戦争体験者の証言2026
東京大空襲の体験者と共に、戦争の悲惨さに向き
合い、平和について考える講座

10月24日（土）14時～15
時30分

日比谷図書文化館
4階スタジオプラ
ス（小ホール）

日比谷図書文化館

12 文化振興課
みんなが知りたい東京の地下水
～恵みの水から怖い水まで～

東京における「建築・土木工事と“地下水”との
係わり」について学ぶ

10月29日（木）19時00分
～20時45分

日比谷図書文化館
地下1階
コンベンション
ホール（大ホー
ル）

日比谷図書文化館
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13 文化振興課

ペンギンを生き生きみせる
～動物園・水族館はどのように
ペンギンを展示しているのか？
～

ペンギンとはどのような生きものなのか？どのよ
うな経緯で日本の飼育施設にもたらされたのか？
最新施設が目指す将来像について解説する。

11月12日（木）19時00分
～20時30分

日比谷図書文化館
4階スタジオプラ
ス（小ホール）

日比谷図書文化館

14 文化振興課 令和８年度日本習字文化講演会
書家・金澤翔子氏による席上揮毫および書家・金
澤泰子氏による公演

11月１日（日）14時～16
時

星陵会館（永田町
2－16－2）

公益財団法人日本
習字教育財団

15
生涯学習・ス
ポーツ課

体力測定会 小学生以上を対象に体力測定会を開催

10月12日（月・祝）
①10時～12時（受付は11
時30分まで）
②13時～15時（受付は14
時20分まで）

スポーツセンター

16
生涯学習・ス
ポーツ課

東京レガシーハーフマラソン
2026 交通規制にご協力を

東京レガシーハーフマラソン2026の開催に伴う交
通規制の周知

10月18日（日)７時20分～
13時頃

東京都内
一般財団法人東京
マラソン財団

17
生涯学習・ス
ポーツ課

生涯学習団体1日公開講座サー
クル体験会(10月)

サークル体験会の実施 10月中
九段生涯学習館、
区民館

九段生涯学習館

18
生涯学習・ス
ポーツ課

ジュニアカレッジ 土器について学ぶ講座
11月1日(日)10時30分～12
時

九段生涯学習館 九段生涯学習館

19
生涯学習・ス
ポーツ課

はじめてのやさしいオカリナ体
験

オカリナ体験講座

11月6日・20日・27日、12
月11日・18日いずれも金
曜日
10時～11時30分（全５
回）

九段生涯学習 九段生涯学習館
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20
生涯学習・ス
ポーツ課

7割柔道クラブ
小学生以上の柔道経験者を対象とした柔道教室の
開催

10月18日～3月21日の毎月
第3日曜
（全5回※11月15日を除
く）
9時30分～11時30分

スポーツセンター スポーツセンター

21
生涯学習・ス
ポーツ課

シニア向け転倒予防および健康
体操in柔道場

50歳以上の方を対象とした体操教室の開催

10月7日～3月17日の毎月
第1・3水曜
（全11回※1月は第1水曜
のみ実施）
10時～11時30分

スポーツセンター スポーツセンター

22
生涯学習・ス
ポーツ課

やわらかタイム～がんばるママ
に心と体のごほうびを～

①0歳児（首がすわっている乳児）と保護者
②1～3歳児と保護者を対象とした運動教室の開催

10月28日～3月24日の毎月
第2・4水曜（全11回※10
月は第4水曜日のみ実施）
①10時～10時50分
②11時～11時50分

スポーツセンター スポーツセンター

23
生涯学習・ス
ポーツ課

卓球教室Ⅴ期
15歳以上（中学生を除く）を対象とした卓球教室
の開催

11月2日～12月14日の毎週
月曜(11月16日・23日を除
く全5回)
①入門・初心者クラス10
時～11時30分
②中級者クラス13時～14
時30分

スポーツセンター スポーツセンター

24
生涯学習・ス
ポーツ課

スポーツセンターHPのイベント
ページにとぶ二次元コード

スポーツセンターのイベント紹介
毎月更新しています。記
事のどこかに添付してく
ださい。

スポーツセンター スポーツセンター

25
生涯学習・ス
ポーツ課

九段生涯学習館は仮施設に移転
します

九段生涯学習館の移転案内 未定
神田小川町二丁目
ビル
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26
生涯学習・ス
ポーツ課

子ども水泳教室（第4期）
区内在住・在学の1・2年生および年長園児、小学
3年生～6年生を対象に講習会を実施

10月19日～11月16日の毎
週月曜（全５回）
①15時30分～16時25分
②16時25分～17時25分

麹町小学校
千代田区スポーツ
協会

27
生涯学習・ス
ポーツ課

千代田区オープン卓球大会 千代田区オープン卓球大会を実施

11月1日（日）
①9時30分～（年齢別男
子・女子）
②14時～（一般男子・女
子）

スポーツセンター 千代田区卓球連盟

28
生涯学習・ス
ポーツ課

アーチェリー大会
区内在住・在勤・在学者及びアーチェリー協会会
員を対象に大会を実施

11月3日（火・祝）
10時30分～（受付10時
～）

スポーツセンター
千代田区スポーツ
協会

29
生涯学習・ス
ポーツ課

第2回千代田区小学生駅伝大会 区内在住・在学の小学生を対象に大会を実施 11月15日（日）11時～
富士見町早稲田通
り

千代田区陸上競技
協会

30
生涯学習・ス
ポーツ課

千代田区ジュニア水泳競技大会
（中学・高校の部）

区内在住・在学の中高生および近隣スポーツクラ
ブの中学・高校生を対象に水泳大会を実施

11月23日（月・振休）
10時～（受付9時～）

スポーツセンター 千代田区水泳連盟
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